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・プロフィール

- 木戸陽介 1960年（S.35) ６月10日 名古屋生まれ O型

- 18歳で渡米、ホームステイをしながら現地ハイスクールを卒業

- 米国 Menlo College＊ （ビジネススクール）を 1984年6月卒業

＊ 1927年創立、シリコンバレー中心にある生徒数800名の小規模私立ビジネスカレッジ

＊ 社会人学生も多く、様々なキャリアを持つ学生と討論が可能

1．自己紹介

大谷翔平とウィル・アイアトン

・略 歴

- 1984年7月1日 豊田通商(株 ) 名古屋本社に入社

- 配属部署：運輸部、物流開発部、重機機械部、海外自動車部品部

- 駐在地：ベルギー(7年) 南アフリカ(3年) タイ(2年)

- 直 近： ・2020年3月、タイから帰任後は事業統括部に配属

・2022年12月末 退職 ⓶



・人生のターニングポイント
– 2021年の定期健診で胆のうに大きなポリープが・・・

• 肝臓の一部と胆のうを摘出してみたら がん だった

• ５年後の再発率２０％、 ３か月ごとに検査

– コロナ過で、手術後もずっとひとりベッドで考えること・・・

• このまま仕事に復帰するか

• 65歳まで働いてから何かはじめるか

– でも、なにをするのか・・・

• 人のために何かしたい

• 自分の経験を活かしたい

• 時間がかかってもやり遂げれることがしたい

1．自己紹介
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2．新たな挑戦

・ゆっくりプロジェクト

– お世話になった人たちへの恩返し

– できることからゆっくり進める

– 「定期健診」を通して感じた素晴らしい日本の医療

– ミャンマーの人たちへの恩返し

・自身の仕事を通し、親身になって助けてくれた

・功徳を積むことで心が満たされることを教えてくれた

– 苦境に立たされているミャンマーの人たち

・貧富の差があり健康を維持することが難しい

・７０年続く世界最長の民族間の内戦で心が休まらない人々
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– ミャンマーの人々で
• 維持可能で新しい仕組みの運営で、人々の生活に良い変化を生むことを目指す

• 費用負担が困難な人たちにも、受診できる『仕組み』の導入

・基本イメージ：
中古の巡回健診車を日本から輸出、ミャンマーの農村部を巡回する

– ミャンマーの人々に
• 平等に、安価で、シンプルな仕組みで健康維持の機会を提供

• 病気の早期発見、健康への意識改善につなぎたい

・基本構想

2．新たな挑戦

⓹

予防医療

健康で質の高い生活



2．新たな挑戦

終わらない国軍の圧政と民族間の対立

独立後のビルマ連邦の国旗
1884-1974年まで

ビルマ連邦社会主義共和国の
国旗 1974-2010年まで

ミャンマー連邦共和国の国旗
2010年〜

ミャンマーの歩み

・一時はタイやインドにも勢力を拡大したが、1886年英緬で敗れて英国の植民地に

・1948年独立するも民族運動が表面化、70年続く世界最長の内戦が始まった

・1962年の国軍によるクーデーター後、少数民族への圧力がさらに強まった

・2016年に国民民主連盟が半世紀ぶりに文民政権を実現させたが、

2021年2月1日のクーデターで市民や少数民族との対立構造がさらに強くなった

ミャンマーのデータ
・人口７割のビルマ族と１３５の民族からなる連邦国家

・人口：5,441万人（日本の4分の1） ・国土：６７万6590㎢（日本の1.8倍）

・国民総所得（GNI）： 約38万円/人（日本の10分の1）東南アジアでは、最下位

・平均寿命： 男性66.5歳 女性：73.3歳 医師の数： 0.3人/1,000人（日本は2.1人）
看護師の数：0.3人/1,000人（日本9人）
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民主化への道は振り出しに？

– 終わらない国軍の圧政と民族間の対立
• 2021年2月1日：ミン・アウン・フライン最高司令官率いる国軍によるクーデター勃発

• ミャンマー軍は、今年1月から半年間で市民1,000人以上殺害

過去犠牲になった市民は、5,３５0人超え、更に1,250人以上は身元も不明

軍による空爆は６,０00回以上

• ７月末、軍評議会は6回目の非常事態宣言の延長を行ったが、これにより民生移管に

向けた選挙は来年8月以降に先送りされた

• 今年2月から始まった徴兵制度は、男性18歳～35歳、女性18歳～27歳が対象

例え35歳で退役しても民兵組織へ再編入され、市民を含む65歳が対象

• 9月に丸山大使の退任後、日本は後任を派遣せず外交関係を格下げ

今後、日本人の安全保障も困難になっていく可能性も大きい

2．新たな挑戦
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3．前進するために

ミャンマー側からのプロジェクト延期依頼

・内戦激化により、現地農村部などさらに危険度が増している

・政府の許認可を取得することが更に困難になっている

‐医療機器の輸入だけではなく、NGO/NPOの活動すら難しい

‐目立つ検診車は確実に軍の標的になる

・寄付や募金に対し、政府の取締りが強化されている

この状態での現地活動は、砂漠に水をまくことになる

⓽



活動の一時休止

– 『安全第一』はすべてにおいて最優先である

– 現地の人たちへ心を寄せる活動を日本国内からする

新たな課題と目標

– 見えてきた課題

• 悪路移動による検診車故障のリスク

• 募金する側、受取る側のリスク

• 目立つ活動が軍の標的になるリスク

• 病院の医師、学校の教諭やお寺の僧侶までもが軍のターゲット

– 目標

• 隣国カンボジアやラオスでの小規模トライアル

• SOP → バグ出しと改良

• ミャンマーへは状況が改善するのを待って横展開

3．前進するために
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② 寺院への寄付
（日常的な習慣）

寺院

③希望者には簡易検査を提供

① 寺院へのお参り
（日常的な習慣） 無料検査を

どうぞ！
寺院内設置型検診施設＊

④ 定期検診、変化に早期対応

＊支援設備
＊現地スタッフによる運用

改定版
基本イメージ

⓺
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3．前進するために

◆ラオス
– ラオスから「2023年度 海外医療技術交流」のため医師2名が来日

– 「蟹江町保健センター」を訪問して各種検査機器の実演を見学

• 仕組みを考える人材育成の大切さ

• 今後の健康寿命増進へ繋ぐ必要性 について学んだ

– 名古屋公衆医学研究所（ホスト）との面談（来月１２月）

– 来年１月のカンボジア訪問時にラオスのロータリークラブも訪問

◆カンボジア

– 現地で縫製工場を持つジャスト（株）の真野代表と来年1月にカンボジア訪問

– カンボジアのロータリークラブを訪問し、活動への協力を要請

– 国際ロータリー（R I）への活動報告と支援要請

⑪



• 長い留学経験と、海外駐在含めた38年の総合商社での経験を活用したい

• ミャンマーの人々へ恩返しがしたい

• 「定期健診」を通し、現在の健康状態を知ることから

予防医療や健康維持を考える習慣を通して質の高い生活へ導きたい

• ゆっくり進めるざる得ないなら、ほかの国でも検討していきたい

4．まとめ

⑫

ご静聴 ありがとうございました

縁尋機妙 多逢聖因（えんじんきみょう たほうしょういん）



過去数か月で起こった主要トピックを一覧にまとめています

主要トピック2024年

・署名な高僧バダンダー・ムネインダー・ビィワンタ師と付きのひとりがマンダレー空港から車で出発した直後にMM軍兵士に銃撃され死亡
・国境なき医師団、戦闘激化でラカイン州の医療活動を停止6月
・コメ流通価格の統制に従わず50〜70％高い価格で販売した容疑で、イオン関連会社の邦人をMM軍評議会が拘束
・MM軍評議会は、非常事態宣⾔を半年間延⻑すると発表。これにより、⺠政移管に向けた選挙の実態期限は憲法規定上、2025年8月以降に
先送りされた。

・ヤンゴン一部地域でコレラ流行
・MM軍評議会は、「中国春節（旧正月）の日」を新しい祝日と制定した。

7月

・北⻄部のラカイン州の戦闘により、ロヒンギャ1万人がバングラディッシュに避難8月
・台風11号から変わった低気圧の影響でミャンマー各地では過去最高の降雨量を記録し河川氾濫し、ネピドーでは数千の家屋が浸水、
数万人が孤立

・カイン州では300か所の避難⺠キャンプが流され、洪水被害者は63万人以上と国連が発表
（被害が大きくなった要因の一つにMM軍評議会は事前通告無しでダムの放水をしたためとも）

・国連人権高等弁務官事務所は、MM国内の戦闘激化による避難⺠が330万人を超え全人口の半数以上が貧困に陥っていると報告書を発表
・クーデーター以降、2024年6月までに少なくとも5,350人以上の市⺠がMM軍の暴力行為により死亡、27,000人以上が逮捕された
・逮捕者は今年2月に徴兵制が発表されて以降増加
・日本政府はミャンマーとの外交関係を格下げし、退任された丸山市郎大使の後任も派遣しない方針を発表

9月

・MM軍兵士の士気高揚にアヘンなど麻薬を利用している
・２月から開始された徴兵制により、MM軍は市⺠２万人以上を徴兵し訓練施設に送った
・ミャンマーのミャワディとタイのメソートを結ぶ国境貿易の主要ルートであるアジアハイウェイの通行再開は困難と少数⺠族組織が指摘

10月

※以下は各国による支援の一例であり、他諸外国も様々なかたちやUNICEFなどのNPOなどを通しで継続支援を行っています

各国の
支援状況

・一部伐採
・2024年10月
現在

2021年クーデター
勃発後、必要な
支援金額は増加の
一途だが、必要と
される支援金(10億
米ドル/約1500億円)
には届いていない

オーストラリア
・戦争被災者へ900万米ドル
（13億5千万円）拠出

ノルウェー
戦争被災者へ50万米ドル
（7,500万円）を提供

米国 バングラディッシュが受け入れた
ロヒンギャ難⺠に対し1億1,900万米ドル

（178億5千万円）を支援

日本 ODAにより移⺠送迎バスの
寄付をはじめ、追加支援額含めて
1億4,650万米ドル

（219億7千500万円）を拠出

インド
・医薬品や飲料水、衣類などで支援

韓国 人道支援のため2,300万米ドル
（34億5千万円）、洪水被害者に1,300万
米ドル（19億5千万円）を拠出

APPEDIX
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